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【目的】ESBL産生大腸菌の血清型として注目されつつあるCTX-M-15型のO25：H4は我々

の調査では福井県の散発下痢症患者からは未だ確認されていない．そこで，2008年1月～
2009年12月に下痢症あるいは泌尿器疾患患者由来のO25：H4について，薬剤感受性およ

びbla CTX-M group型などを調べた．

【方法】材料は医療機関から分与された糞便由来39株および尿由来5株を使用した．方法はKB法による12種類の薬剤感受性試験，CTXに耐性または中間値を示す株は，CTX-M groupの遺伝子型別をPCR法で行った．また，CTX-M groupと判明した12株およびCPFXに耐性を示した24株の計36株については，第三世代セファロスポリン系あるいはフルオロキノロンン（FQ）系の各3剤を用いた最小発育阻止濃度（MIC）の測定，PCRによる系統発生群別およびパルスフィールドゲル電気泳動（PFGE）を実施した．

【結果】CTXに耐性または中間値を示す株は糞便由来で7株および尿由来で5株あり，糞便由来の1株がCTX-M-1 groupで，その他はCTX-M-9 groupで，すべてがCPFXにも耐性を示した．また，糞便由来の24株がCTXに感受性でCPFXに耐性を示した．平均の耐性薬剤数は，CTX-M groupの糞便由来株は6.1剤，尿由来株は3.8剤および糞便由来のFQ耐性株は4.0剤であった．また，系統発生群はすべてがB2であった．PFGE像は18株が85％以上の類似度を示すひとつのクラスターを形成し，その中でCTX-M-9 groupの糞便由来2株と尿由来1株が92％以上の類似度を示した．
【考察】CTX-M-15型が属するCTX-M-1groupのO25：H4が確認されたが，CTX-M型は現在検

査中である。今後はbla CTX-M陽性大腸菌O25：H4の感染経路についても留意すべきと思
われた．なお，菌株を分与して下さいました医療機関の関係各位に深謝します．（会員外共
同研究者：山崎史子，永田暁洋：福井衛環研）
